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実習農場整備計画
Ｈ１８　・牛舎建設（４０頭規模）
Ｈ１９　・シイタケ発生棟建設工事（３棟） ・雪冷房設備工事

・選果場（事務所）建設工事　　　　・給水施設工事
・有機トマト、ケール栽培　　　　　・外溝整備工事　
・花卉栽培ハウス設置

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

（
本
年
秋
か
ら
の
開
所
に
向
け
準
備
）

現
在
町
で
は
「
就
業
支
援
セ
ン

タ
ー
」
に
関
連
す
る
実
習
農
場
施

設
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
そ
の

実
習
施
設
の
一
つ
で
あ
る
牛
舎
が

三
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

牛
舎
に
は
四
月
以
降
、
毎
月
四

頭
ず
つ
肉
牛
が
導
入
さ
れ
、
最
終

的
に
は
四
十
頭
の
牛
を
肥
育
す
る

事
と
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
他
、

シ
イ
タ
ケ
栽
培
施
設
や
選
果
場
等

も
順
次
整
備
し
て
行
く
予
定
で

す
。ま

た
、
少
年
た
ち
の
宿
舎
と
な

る
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
旭
川
保

護
観
察
所
沼
田
駐
在
官
事
務
所
）

も
本
年
秋
か
ら
の
少
年
た
ち
の
受

入
に
そ
な
え
、
五
月
中
旬
以
降

（
予
定
）
か
ら
の
施
設
改
修
作
業

に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

少
年
院
等
を
退
所
又
は
仮
退
院
し
た
子
供
た
ち

に
対
し
て
就
業
支
援
を
行
い
、
そ
の
後
の
順
調
な

社
会
復
帰
を
図
る
全
国
で
も
初
め
て
の
「
就
業
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
」
の
開
始
に
向
け
、
町
と
法
務

省
で
は
現
在
そ
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

保護観察官が
着任しました

この４月より、役場庁舎内に設置され

ている沼田町就業支援センター準備室

に、法務省から派遣された保護観察官の

山田憲彦氏と石井智之氏が着任されまし

た。

お二人は施設完成まで少年の受入を始

めとする様々な準備事務をされ、少年受

入後は沼田駐在官事務所にて少年たちの

生活指導等を行います

牛舎完成式（4月10日）

牛舎では40頭の肉牛が肥育されます

石井智之氏　　山田憲彦氏

完成した牛舎（五ヵ山牧場内）

畑作圃場（慣行）

花卉栽培ハウス

椎茸発生棟
雪冷房設備
選果場（事務所） 畑作圃場（有機）

牛舎

雪山センター

五ヵ山牧場

２

～就農実習農場配置図～



３

就業支援センター事業を進めるに当たり、町と法務省では入所者の選定などを定めた
協定書を結ぶこととしており、この度その案が提示されましたのでお知らせします。
なお、協定の内容を始め、事業の詳細については今後実施いたします住民説明会の際

にもご説明させていただきます。

協　定　書（案）

沼田町と旭川保護観察所は，旭川保護観察所沼田駐在官事務所に併設する沼田町就業支援センター（以

下「センター」という。）の運営に関して，以下の事項について取り決める。

１　入所者に関すること

（１）センターの入所者は，以下のアからウまでに該当する者の中から旭川保護観察所が選定する。

ア　少年院からの仮退院，少年刑務所からの仮釈放，家庭裁判所の保護観察処分決定等により保護

観察に付されている者であること

イ　センターへの入所を希望していること

ウ　おおむね26歳未満であること

（２）入所者の選定に際しては，以下の事項を考慮する。

ア　農業実習及び将来の就農に意欲を持ち，農業実習等の研修を受講することにより一定の成果を

期待できる資質を有すること

イ　集団生活になじむこと

ウ　強い粗暴傾向が認められないこと

エ　性非行（犯罪）を繰り返す傾向が認められないこと

オ　放火癖が認められないこと

カ　薬物依存の状態にないこと

キ　原則として保護観察期間が１年以上確保できること

（３）旭川保護観察所は，仮釈放・仮退院の決定等によりセンターへの入所予定者を選定したときは，沼

田町に通知する。

（４）センターの入所定員は12名とする。

２　入所者の生活に関すること

（１）センターでは，入所者が落ち着いて生活し学習できるよう，寮則を定める。

（２）センターの入所期間は，原則１年間とする。

（３）センターでは，入所者に対して，生活習慣，金銭管理，対人関係などの生活指導を行う。

（４）センターでは，入所者に対して，センター退所後の環境の調整及び進路指導を行う。

（５）センターでは，入所者が夜間に無断で外出しないよう，門限を設ける。

（６）沼田町は，入所者が心身ともに成長し社会復帰できるよう，実習施設における農業実習を中心とし

た研修を提供する。

（７）沼田町は，センターの入所者が地域の活動に参加する機会を得られるよう，また，地域に受け入れ

られ，改善更生につながる生活を送ることができるよう協力する。

（８）沼田町及び旭川保護観察所は，センターの入所者が，沼田町におけるボランティア活動など地域に

貢献できる活動に参加する機会を得られるよう，互いに協力する。

（９）沼田町は，センターの入所者が，退所後も沼田町にとどまり農業等への就業を希望する場合には，

旭川保護観察所と相談の上，これを可能な限り支援する。

（10）入所者が，農業実習等に対する意欲を喪失し，あるいは心情が不安定になり寮則違反を繰り返す

などして，センターにおける処遇によって更生する可能性が低くなったと判断されたときは，転居を

含む処遇の転換を図る。また，再非行・再犯のおそれが認められるときは，少年院への戻し収容，仮

釈放の取消し等の措置を採るなど厳正に対処する。



４

３　センターの管理体制に関すること

（１）センターにおいては，常時２名（以上）の職員が執務する体制をとる。

（２）センターの出入口は，入所者等の出入りを把握するため，センサーや防犯カメラ等を整備し，夜間は

施錠する。

（３）センターにおいては，緊急の連絡体制を整備し，休日・夜間においても十分に対応することができる

体制をとる。

（４）入所者の仮退院・仮釈放時には，原則として，センターの職員が出迎える。

（５）入所者が実習施設において農業実習を受ける際には，センターの職員が同行する。

４　その他

（１）旭川保護観察所沼田駐在官事務所には，犯罪・非行に関する相談窓口を設け，住民からの相談に応じ

る。

（２）旭川保護観察所沼田駐在官事務所は，沼田町における犯罪・非行の予防活動に積極的に関与する。

（３）センターの運営に関する事項について，沼田町と旭川保護観察所は必要に応じ随時協議する。

（４）本協定書の内容について，沼田町と旭川保護観察所のいずれか一方から協議の申し入れがなされた場

合には，他方は，これに誠実に応じるものとする。

平成　　年　　月　　日

雨竜郡沼田町南１条３丁目6番53号

沼田町長

旭川市花咲町４－2272－15

旭川保護観察所長

就業支援センターは少年たちの更生保護活動のほか、犯
罪や非行の原因を除去し、犯罪や非行を未然に防ぐ犯罪予
防活動の拠点としての役割をもっています。また町として
も関係機関等と協力し、安心安全のための取り組みに努め
ます。

就業支援センター事業は、少年た
ちが農業実習を通じ、心身ともに成
長し社会復帰する事を手助けする非
常に意義深い事業です。

更生意欲のある少年たちを立派な
社会人として育てるためにも、皆様
の温かいご支援とご協力をお願いい
たします。



（
平
成
20
年
春
か
ら
の
利
用
開
始
に
向
け
ス
タ
ー
ト
）

ま
ち
の
活
性
化
の
柱
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
そ
の
設
置
に
向
け
協
議
等

を
進
め
て
き
た
「
沼
田
式
雪
山
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
（
北
竜
五
ヵ
山
地

区
）
が
、
国
の
支
援
の
も
と
で
本
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
平
成
十
三

年
度
以
降
、
五
ヵ
山
の
予
定
地
周

辺
に
お
け
る
環
境
調
査
、
さ
ら
に

緑
町
地
区
に
お
け
る
小
規
模
雪
山

実
験
の
実
施
な
ど
、
そ
の
安
全
性

や
周
辺
環
境
へ
の
影
響
等

に
関
し
て
必
要
と
考
え
ら

れ
る
各
種
調
査
・
実
験
を

重
ね
、
こ
れ
ま
で
そ
の
成

果
を
着
実
に
積
上
げ
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
成
果

を
踏
ま
え
、
国
と
町
で
は

平
成
二
十
年
度
か
ら
の
利

用
開
始
を
目
指
し
、
今
年

度
よ
り
雪
山
セ
ン
タ
ー
の

整
備
を
開
始
し
ま
す
。

整
備
す
る
雪
山
セ
ン
タ

ー
は
約
五

〇
〇
〇
ｔ
の

雪
を
堆
積
す
る
規
模
で
、

本
年
の
秋
頃
ま
で
に
整
備

を
完
了
し
平
成
二
十
年
度

か
ら
現
在
整
備
を
進
め
て

い
る
「
就
農
支
援
実
習
農

場
」
で
の
シ
イ
タ
ケ
栽
培

施
設
の
ほ
か
、
町
内
に
お

け
る
雪
利
用
施
設
な
ど
に

雪
を
供
給
す
る
施
設
と
し

て
利
用
す
る
計
画
で
す
。

雪
山
セ
ン
タ
ー
方
式
に
よ
る
雪
冷
熱
供
給
は
、
全
国
で
も
例
の
無
い

新
た
な
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
方
面
か
ら
も
大
き
く
注
目
さ

れ
て
お
り
、
農
業
や
商
工
業
等
の
産
業
振
興
を
は
じ
め
、
現
在
町
で
進

め
て
い
る
「
食
料
貯
蔵
流
通
基
地
構
想
」
の
実
現
に
も
弾
み
が
つ
く
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

沼

田

式

雪

山

セ

ン

タ

ー

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

実

現

へ

五ヵ山地区に5,000t規模の雪山センターが整備されます
（※写真は緑町での雪山実験風景）

沼田式雪山センターは、就業支援センター事業の成功、食料備蓄基地
構想の実現のためには必要不可欠なものです。

雪冷熱エネルギーの活用が、さまざまな産業を育み、まち
の活性化へとつながっていきます。
５



食による地域づくりを学ぶ「沼田の素材を活か
した地域食づくり講座」が３月16日、町健康福
祉総合センターで行われました。
沼田の食材を使い地域を活かそうと、町内の各

地区で活動している女性団体７組が料理を持ち寄
り参加し、活動報告と料理の紹介を行いました。
参加者による試食では、各団体が持ち寄った20
種類以上の料理を試食し、作り方などの情報を交
換していました。
講演では、地域づくりアドバイザーで宮城教育

大学非常勤講師の結城登美雄氏を講師に招き、
「食べ物には地域を良くしていく力がある。沼田
には材料と力がある。」と話し、参加者は今後の
活動に活かすため真剣に話を聞いていました。

新入児童の交通安全のため役場主婦の会（会長
西田　昭子　会員58人）が４月３日、沼田小学校
（天野　政俊校長）を訪れマスコットを寄贈しま
した。
役場職員の主婦らが集まった同会では、春から

の新入生のために一昨年から交通安全を祈願した
カエルのマスコットを寄贈しています。この「無
事カエル」と名付けられた会員手作りのマスコッ
トは、６日の入学式で新一年生の児童に配られま
した。

車に気をつけてね
役場主婦の会が児童にマスコット贈る

食で地域を活かす
沼田の食材を活かした地域食づくり講座

日本の伝統文化である民謡と津軽三味線の２部
構成で行われる沼田町スペシャルライブが３月
31日、沼田町民会館で開催されました。
午後２時より開演され、第１部では、江差町出

身で江差追分全国大会優勝者の香澄さんと、夕張
市出身のギタリスト関ヒトシさんによる民謡アコ
ースティックライブに遠方の積丹町などからもフ
ァンが訪れ、江差追分や北海盆唄など北海道を代
表する民謡や演歌に会場の観客も一緒に歌い、合
いの手を入れていました。
第２部では、津軽三味線奏者の吉田兄弟唯一の

愛弟子である白田路明さんによるトークライブが
行われ、津軽三味線による人とのつながりや出会
いが語られ、普段聞くことのない津軽三味線の生
の音に、観客は真剣に聞き入り大きな拍手を贈っ
ていました。

平成１８年度沼田町芸術鑑賞事業
沼田町スペシャルライブ

今回で15回目となる「明日萌の里・ほたるの里
歩くスキーの集い」（同実行委員会主催）が３月
25日、ほろしん温泉ほたる館周辺の特設コースで
行われ、各地から集まった愛好者ら330人が完走
を目指しました。
大会コースは、明日萌駅付近から出発する16キ

ロと幌新ダム１周の７キロ、そしてほたる館周辺
を周る２キロの３コース。自然の中をのんびりと
滑走できるコースとあって、毎年各地から団体で
参加する愛好者も多く、またこの時期に開催され
るスキー大会は少ないため、参加者は当日の温か
い陽気に誘われながら、スキーシーズン最後の滑
りを楽しみ、快い汗を流していました。

３３０人がシーズン最後の滑り楽しむ
明日萌の里・ほたるの里歩くスキーの集い

NUMATA
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最近のまちのニュース

まちのニュースは、沼田町公式ホームページで随時更新されていますので、いち早くご覧になることができます。
ホームページアドレス http://www.town.numata.hokkaido.jp

幅
広
い
年
齢
層
の
愛
好
者
が
参
加
し
た

講
師
の
話
を
真
剣
に
聞
く
参
加
者

マ
ス
コ
ッ
ト
を
手
渡
す
役
場
主
婦
の
会

香
澄
さ
ん
の
民
謡
に
聞
き
入
る
観
客
ら

６



まちのニュースは、沼田町公式ホームページで随時更新されていますので、いち早くご覧になることができます。
ホームページアドレス http://www.town.numata.hokkaido.jp
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「「「「住住住住んんんんででででよよよよかかかかっっっったたたた」」」」、、、、
「「「「住住住住んんんんででででももももららららいいいいたたたたいいいい」」」」ぬぬぬぬままままたたたた

住
み
や
す
い
環
境
を
目
指
し

住
宅
等
取
得
奨
励
金
交
付

本
町
の
過
疎
化
防
止
対
策
と
し
て
、

活
力
と
潤
い
の
あ
る
だ
れ
も
が
定
住
を

希
望
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
定
め

ら
れ
た
定
住
促
進
条
例
に
基
づ
き
、
新

築
や
中
古
住
宅
の
取
得
等
に
対
し
て
三

月
三
十
日
、
四
月
六
日
の
両
日
、
四
名

の
皆
さ
ん
に
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。○

鈴
　
木
　
雅
　
也
さ
ん

（
南
一
条
四
丁
目
）

○
高
　
畑
　
雅
　
美
さ
ん

（
旭
町
二
丁
目
）

○
齋
　
藤
　
弘
　
幸
さ
ん

（
本
通
五
丁
目
）

○
岩
　
倉
　
史
　
欣
さ
ん

（
本
通
六
丁
目
）

な
お
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
平
成
十

五
年
度
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
平
成
十

八
年
度
に
わ
た
っ
て
、
八
年
間
続
い
た

定
住
奨
励
金
制
度
は
平
成
十
八
年
度
を

も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
交
付
さ
れ
た
内
容
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
十
五
年
度
ま
で
の

出
産
祝
い
金
が
百
四
十
五
件
、
新
規
学

卒
等
定
住
奨
励
金
が
二
十
四
件
、
平
成

十
八
年
度
ま
で
の
住
宅
取
得
奨
励
金
が

五
十
八
件
（
中
古
住
宅
購
入
含
む
）、

ま
た
、
沼
田
に
と
っ
て
雪
と
付
き
合
っ

て
い
く
上
で
、
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な

い
融
雪
施
設
設
置
補
助
金
が
三
十
五
件

と
こ
の
八
年
間
で
二
百
六
十
二
件
に
対

し
定
住
奨
励
金
等
の
交
付
を
行
い
ま
し

た
。

高　畑　雅　美さん

鈴　木　雅　也さん

岩　倉　史　欣さん 齋　藤　弘　幸さん

定住奨励金制度平成 1 8年度で終了



生涯学習だより

ゆめっくる
沼田町教育委員会生涯学習推進室

ご意見・ご相談はお気軽に

教育委員会
電話　３５－２１３２ 専用 ３５－１９１２

子育て　　　　 相談
子ども　　　　 電話悩み

４・５月の行事予定

４月２６日（木）おはなしフワフワ①（５～８歳）
15:30～　ゆめっくる図書館

５月１１・１８・２５日（金）バドミントン教室①～③
18:30～　町民体育館

５月１７日（木）地域ボランティア養成講座
18:30～　ゆめっくる

５月２３日（水）キッズクラブ②
18:30～　ゆめっくる

５月２４日（木）家庭教育講座①
18:30～　ゆめっくる

※行事の詳細は、配布されているチラシや広報お知らせ
版、または教育委員会にお問い合わせください。

子育て

何
度
言
っ
て
も
、
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
。

い
く
ら
怒
っ
て
も
同
じ
こ
と
を
す
る
。
こ
の
答

え
は
簡
単
で
す
。
要
す
る
に
子
ど
も
は
聞
き
た

く
な
い
の
で
す
。
ま
た
、
大
人
の
思
い
ど
お
り

に
動
き
た
く
な
い
の
で
す
。
「
な
ぜ
」
言
う
こ

と
を
聞
か
な
い
の
か
を
冷
静
に
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

大
人
の
言
っ
て
い
る
意
味
が
わ
か
ら
な
い
と

き
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
何
度
も
同
じ

よ
う
に
、
て
い
ね
い
に
「
な
ぜ
だ
め
な
の
か
」

を
伝
え
ま
す
。
決
し
て
叩
い
て
教
え
な
い
で
く

だ
さ
い
。
叩
け
ば
子
ど
も
は
叩
か
れ
た
こ
と
し

か
覚
え
ま
せ
ん
。
長
い
目
で
見
る
と
、
叩
か
な

く
て
は
教
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
小
さ
い
間
は
ま
だ
し
も
、
大
き
く
な
っ

て
か
ら
は
叩
く
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

本
当
に
意
味
を
理
解
し
て
言
う
こ
と
を
聞
け
る

子
ど
も
に
育
て
た
い
も
の
で
す
。
何
度
も
同
じ

こ
と
を
す
る
場
合
は
、
怒
ら
ず
に
、
子
ど
も
の

好
き
な
こ
と
に
誘
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
大
人

の
ペ
ー
ス
が
先
行
し
て
い
る
と
き
に
、
大
人
の

行
動
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
子
ど
も
か
ら
の
大

切
な
サ
イ
ン
で
す
。

困
っ
た
行
動
に
は
必
ず
ワ
ケ
が
あ
り
ま
す
。

表
面
に
出
て
き
た
行
動
の
解
決
に
だ
け
目
を
奪

わ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
「
な
ぜ
そ
う
す
る
の

か
」
を
一
緒
に
謎
解
き
し
て
く
だ
さ
い
。
時
に

は
、
自
分
の
子
育
て
を
痛
い
思
い
で
振
り
返
ら

な
く
て
は
い
け
な
い
時
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、

そ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
な
の
で
す
。

言言
うう
ここ
とと
をを
聞聞
かか
なな
いい
・・
・・
・・

「「
困困
っっ
たた
行行
動動
」」
はは
子子
どど
もも
かか
らら
のの
ササ
イイ
ンン

北海道「子育てカウンセリング」
カウンセラーの大西祥子先生に講
話いただきました。
先生は、現場の体験から不登校

やいじめの事例を紹介しながら、
子どもたちの悲痛な叫びや、いじ
める側といじめられる側の「いじ
め」の認識の差、いじめの根深さ
などを参加者に訴えていました。

テーマに「いじめ、ネット、食育など」
平成１８年度 家庭教育講座（全３回）を開催しました！

フリーキャスターでフードジャ
ーナリストの林美香子先生に講話
をいただきました。
子どもをめぐる食について、家

庭における「早寝・早起き・朝ご
飯」や学校給食の大切さを訴えて
いました。また食育の実践例とし
て食農教育による郷土料理講習会
や味覚教育を紹介していました。

全道ＰＴＡの情報教育で講師を
務める北星学園大短期大学の武田
亘明先生を招いて開催しました。
インターネットによる犯罪が激増
している中、情報社会における教
育システムの構築や積極的な安全
教育を家庭やＰＴＡで取り組むよ
う訴えていました。

第１回目（２月２０日） 第２回目（３月６日） 第３回目（３月２６日）
「親だからわかる、子の気持ち」
～不登校やいじめの現場から～

「親のほうが知らない？ネット社会」
～情報社会を行き抜く力の育成～

「毎日の食事が、子どもの体と心を育てる」
～いただきますから始めよう！～

８



春の入学シーズン春の入学シーズン

教職関係職員転入一覧教職関係職員転入一覧（（本年度本年度、、教職員転出転入者を紹介します教職員転出転入者を紹介します。。））

転出された方（転出先）

園長　水本凱也　　退任

教諭　池田秀雄　　沼小より赤平市豊里小

教諭　進藤達矢　　沼小より津別町津別小

教頭　土井洋次　　沼中より深川市深川中

教諭　星　雅之　　沼中より積丹町美国中（教頭）

教頭　中島　悟　　沼高より上士幌中

教諭　岩淵明宏　　沼高より倶知安高

養護　加藤博美　　沼高より砂川高

転入された方（転入先）

園長　本庄　修　　深川市一巳中（校長）より沼幼

教諭　高橋浩一　　滝川市滝川第二小より沼小

教諭　松尾英未　　名寄市知恵文小より沼小

教頭　篠原豊子　　赤平市平岸中より沼中

教諭　浦瀧直人　　紋別市紋別中より沼中

教頭　村木郁子　　浜頓別高より沼高

教諭　御前　悟　　砂川高より沼高

養護　北畑和子　　深川農高より沼高　

町民体育館・・・・・・・・通年（月曜日休館）

柔剣道場・・・・・・・・・通年（月曜日休館）

中学校体育館・・・・通年（土・日・祝日休館）

野球場・・・・・・・・・５月１日～９月１５日

プール・・・・・・・・・６月９日～８月３１日

テニスコート　　　　　５月１日～１０月３１日

ゲートボール場　　　　５月１日～１０月３１日

体育館パークゴルフ場　５月１日～１０月３１日

雨竜川運動公園町民パークゴルフ場

４月２８日（予定）～１０月３１日

体育施設開放のお知らせ

入学シーズン 沼田っ子サポーター活動に協力を！
地域で子どもたちの見守りとあいさつ・声かけ運動

○活動内容
サポ－ター会員は、朝晩の散歩時など都合のつく時間に下記について自主活動
しています（現在100人が登録しています）。
①登下校時の交通安全、不審者情報、防犯のパトロールの実施
地域ぐるみで子どもたちを見守る活動をしています。
②パトロール時や、ふだん街で子どもを見かけた時の声をかけ
「おはよう」「こんにちは」「元気かい」などと子どもたちに声をかけ、子どもと大
人（地域全体）が自然に挨拶を交し合える活動をしています。

○会員申込み方法　沼田町教育委員会窓口にある所定の用紙に記入するか電話でお申込みください。

↑会員はこの帽子を

かぶって活動してい

ます。

４月になり、町内の幼小中高校で入園・入学式が行われました。小学校の入学式は、６日午前10時より

行われ、33名が元気な笑顔をみせながら入学しました。同日午後１時には中学校の入学式があり、制服姿

の35名が決意も新たに中学校生活をスタートしました。また、９日には幼稚園（29名）、同日午後２時に

は高校（13名）の入学式が行われました。

沼田小学校入学式 沼田高校入学式

９



図図図図 書書書書 館館館館 だだだだ よよよよ りりりりゆめっくる

鈍感力・・・・・・・・・・・・・・・・・渡辺　淳一

フィッシュストーリー・・・・・・・・・伊坂　幸太郎

かげろう・・・・・・・・・・・・・・・藤堂　志津子

戦場のニーナ・・・・・・・・・・・・・なかにし　礼

無銭優雅・・・・・・・・・・・・・・・・山田　詠美

世間の辻・・・・・・・・・・・・・・・澤田　ふじ子

喪失・・・・・・・・・・・・・・・・・・森村　誠一

ドアＤ・・・・・・・・・・・・・・・・・山田　悠介

妻の口一度貼りたいガムテープ・・・綾小路　きみまろ

１４歳・・・・・・・・・・・・・・・千原　ジュニア

ぼくらの七日間戦争・・・・・・・・・・・・宗田　理

風の館の物語・・・・・・・・・・・・あさの　あつこ

月光のコパン・・・・・・・・・・・・・・舟崎　克彦

デモナータ　４幕・・・・・・・・・・ダレン・シャン

かっこいい新幹線大集合・・・・・・・・・小賀野　実

いのちのおはなし・・・・・・・・・・・・村上　康成

おさんぽトコちゃんトコトコトコ・・・・・宮西　達也

アンパンマンとシャボンダマン・・・・やなせ　たかし

しりとりあそびえほん・・・・・・・・・・荒井　良二

ぽんぽんポコポコ・・・・・・・・・・・長谷川　義史

利　用　案　内

１人１０冊　２週間

一　般　書

児　童　書

幼児の絵本

からの

月～木曜日　　　　　１０：３０～１８：３０

金曜日　　　　　　　１０：３０～２０：３０

土・日・祝日　　　　　９：３０～１７：００

■図書館でいい本見つけた！！■

『約束の夏』
著者　若松　みき江

第1回ふるさと自費出版大賞受賞

戦禍の満州から命からがら引上げる一家５人の逃

避行を８歳の少女の目で描いた長編。

衰弱した１歳の弟を中国人夫婦に託す際、母は

「決して捜しにこない」と約束する。その約言を戦

後60年、一家は守り抜いた。

「あの戦争がなければ、弟との別れもなかった。」

戦争に翻弄された人々の、ささやかな告発の書。

若松　みき江

千葉県我孫子生まれ、中国満州、我孫子、東京を経

て、北海道へ渡り、札幌、滝川、沼田を経て江別へ。

ぜひ読んでみてください♪

★☆4月23日～5月12日まで
子ども読書週間です☆★

「こども読書週間」は、こどもたちによい本に親

しむことをすすめ、本を読む習慣を身につけるため

の好機です。父母みずからが読書する姿をこどもた

ちの眼にふれさせ、親子で身近にいつも本のある生

活を楽しみましょう！！ぜひ、図書館をご利用くだ

さい。

ゴールデンウィーク（5/3～5/6）も

開館しています！

開館時間　９：３０～１７：００

１０



１１

健康と癒しの空間　ほろしん温泉ほたる館
◇いよいよ待望の露天風呂がオープンいたしました◇
・露天風呂ご利用者のご意見をお聞かせいただきました

「大浴場からの急な階段がなくなり利用しやすくなった」
「電気風呂が設置され、神経痛などに効果がありそう」
「囲いが出来たので小さい子供でも安心です」
「女性側は囲いが高すぎて景色が楽しめなくなってしまった」
「電気風呂のスペースはもう少し広くとってほしかった」

■皆様からのご意見を基に、よりご満足いただけますよう改
善してまいります。

自然と融和した温泉郷 ほろしん温泉ほたる館

ほたるの里の

千千千千客客客客万万万万来来来来

宿宿宿宿 泊泊泊泊 予予予予 約約約約 状状状状 況況況況

○　岩盤浴「健康殿」 ○

・多くの皆様から次々に喜びの感想がよせられています。
特に血行が良くなることでの、肩こり・冷え性の改善等や
肌荒れ・保湿等の美肌に関する体験談が多く寄せられます。

■当日ご利用分の電話予約を受け付けておりますので、お気軽
にご利用下さい。

◎「飲む玉葱」◎
血液サラサラ

生活習慣病の予防・改善に効果有

・血糖値、中性脂肪、コレステロー

ル値の改善がはかれます

・花粉症の方にも朗報か？

・毎週水曜日　ペアの日　　　　　　　　
・毎週木曜日　レディースデー　　　　　
・レディースプラン（ご宴会）
・ゴールデンウィークお楽しみ企画

イ ベ
ン ト ・

企 画

ご案内

【おすすめ一品】

■温泉職員（中堅・若手）が①宿泊、②宴会、③レストラン、④入館、⑤イベントの５部会に分かれ
様々な企画をご提案してまいります。
19年度も新スタッフが加わり、皆様のお越しをお待ちいたしております。



消
報
深川地区消防組合
沼田支署

－第15号－

沼
田
消
防
団
第
一
分
団
で
は
、

平
成
十
九
年
二
月
二
十
四
日
、
無

火
災
一
〇
〇
〇
日
を
達
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
、
町
民
み
な
さ
ん
の

日
頃
か
ら
防
火
に
対
す
る
心
が
け

の
成
果
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
無
火
災
が
続
く
よ
う
、

職
団
員
一
同
、
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

第
一
分
団
区
域

（
市
内
一
〜
七
、
南
町
、
西
町
、

緑
ヶ
丘
、
旭
町
、
仲
町
、
沼
田
四
、

中
央
、
恵
比
島
、
幌
比
里
、
高
穂

一
）

テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
の

プ
ラ
グ
が
何
年
も
さ
し
込
ま
れ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
コ

ン
セ
ン
ト
に
た
ま
っ
た
ホ
コ
リ
が

原
因
で
、
火
災
に
な
る
こ
と
も
あ

る
ん
で
す
。
コ
ン
セ
ン
ト
の
定
期

的
な
お
掃
除
を
お
忘
れ
な
く
。
そ

の
際
に
、
コ
ー
ド
が
つ
ぶ
れ
て
い

な
い
か
、
プ
ラ
グ
が
曲
が
っ
て
い

な
い
か
な
ど
も
点
検
し
て
く
だ
さ

い
。

四
月
二
十
日
か
ら
三
十
日
の
期

間
、
全
道
一
斉
春
の
火
災
予
防
運

動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

運
動
は
、
空
気
が
乾
燥
し
強
風
が

吹
く
な
ど
火
災
が
発
生
し
や
す
い

気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
に
よ
り
住
宅
火
災
警
報

器
等
の
普
及
促
進
や
、
高
齢
者
等

を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で

す
。沼

田
消
防
で
は
期
間
中
、
次
の

行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。実

施
内
容

①
期
間
中
夜
九
時
に
サ
イ
レ
ン
吹

鳴②
防
火
対
象
物
の
立
入
検
査

③
揚
水
訓
練

④
各
種
学
校
や
事
業
所
等
で
の
避

難
訓
練
の
実
施
　
　

⑤
住
宅
火
災
警
報
器
の
普
及
促
進

⑥
防
火
パ
レ
ー
ド
（
二
十
六
日
）

⑦
夜
間
車
両
巡
回

種
　
類

危
険
物
取
扱
者

甲
種
・
乙
種
（
全
類
）
・
丙
種

消
防
設
備
士

甲
種
（
全
類
）
・
乙
種
（
全
類
）

受

付

期

間

四
月
二
十
三
日
〜
五
月
九
日
ま
で

試

験

地

札
幌
市
・
旭
川
市
・
滝
川
市
他

試
　
験
　
日

平
成
十
九
年
六
月
十
七
日
（
日
）

受
験
願
書
及
び
問
合
せ
は
予
防

係
ま
で

い
ず
れ
も
問
い
合
わ
せ
先
は

沼
　
田
　
支
　
署

電
話

三
五
―
二
〇
五
〇
　
　

沼
田
消
防
団
で
は
、
団
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
団
員
の
身
分
は
、

非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
と

し
て
地
域
の
災
害
や
防
災
活
動
等

に
従
事
し
ま
す
。
普
段
は
生
業
を

営
ん
で
い
ま
す
が
、
災
害
発
生
時

に
は
、
住
民
の
被
害
の
軽
減
や
避

難
等
の
活
動
を
行
い
ま
す
。
採
用

条
件
は
、
沼
田
町
に
居
住
し
て
い

る
方
で
、
郷
土
の
防
災
活
動
に
関

心
の
あ
る
青
年
の
方
で
す
。
皆
さ

ん
の
力
で
、
沼
田
町
を
災
害
の
無

い
安
全
、
安
心
な
町
に
し
ま
し
ょ

う
。
問
い
合
わ
せ
先
は
、
消
防
団

係
ま
で
。

コ
ン
セ
ン
ト
ま
わ
り
も

お
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

全
道
春
の
火
災
予
防

運
動
を
実
施
中
で
す

第
一
分
団
無
火
災

一
〇
〇
〇
日
達
成

沼

田

消

防

団

団

員

募

集

！

危
険
物
取
扱
者

消
防
設
備
士
試
験火災の時消火器を正しく使えますか？
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〜
青
だ
け
ど
　
車
は
私
を

見
て
る
か
な
〜

【
子
供
の
方
へ
】

新
学
期
が
始
ま
り
、
学
校
や
幼

稚
園
に
初
め
て
通
う
こ
と
に
な
っ

た
お
友
達
が
た
く
さ
ん
歩
い
て
い

ま
す
。

・
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
は
、
道

路
を
渡
っ
た
り
、
歩
道
を
歩
く
と

き
は
、
新
入
生
の
お
手
本
に
な
る

よ
う
し
っ
か
り
行
動
し
ま
し
ょ

う
。

・
道
路
を
渡
る
と
き
は
、
信
号
が

青
色
に
な
っ
て
も
、
あ
わ
て
な
い

で
、
車
が
止
ま
る
の
を
確
か
め
て

か
ら
渡
り
始
め
ま
し
ょ
う
。

・
ト
ラ
ッ
ク
や
ダ
ン
プ
カ
ー
な
ど

の
大
き
な
車
に
は
、
運
転
手
さ
ん

か
ら
見
え
な
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
近
く
で
は
遊
ば
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ
】

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負

っ
た
り
、
通
園
カ
バ
ン
を
肩
に
か

け
た
子
供
の
姿
が
目
に
つ
く
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
を
見

か
け
た
ら
、
自
然
に
ア
ク
セ
ル
を

ゆ
る
め
、
学
校
や
公
園
の
近
く
を

通
る
と
き
は
、
特
に
慎
重
な
運
転

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
保
護
者
の
方
へ
】

交
通
ル
ー
ル
は
、
事
故
を
起
こ

し
た
り
、
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

の
大
切
な
決
ま
り
で
す
。

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
、
日

常
生
活
の
中
で
お
手
本
を
示
し
な

が
ら
し
っ
か
り
教
え
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
。

保
護
者
の
方
は
、
お
子
さ
ん
と

通
学
・
通
園
路
を
一
緒
に
歩
い

て
、
危
険
な
場
所
や
車
の
危
険
な

動
き
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
教

え
て
あ
げ
て
、
安
全
な
行
動
が
と

れ
る
よ
う
に
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

〜
ハ
ン
ド
ル
を
持
っ
た
ら
脱
宣
言
　

携
帯
・
メ
ー
ル
・
酒
・
脇
見
〜

【
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
の
方
へ
】

・
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
車
が

い
な
い
こ
と
、
車
が
止
ま
っ
て
く

れ
た
こ
と
を
確
か
め
て
か
ら
横
断

し
ま
し
ょ
う
。

・
交
差
点
を
横
断
す
る
時
は
、
左

折
者
や
右
折
者
の
動
き
に
も
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
転
車
も
「
と
ま
れ
」
の
標
識

の
あ
る
場
所
で
は
、
必
ず
止
ま
っ

て
左
右
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
転
車
に
反
射
材
を
取
り
付
け

て
、
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
て

走
り
ま
し
ょ
う
。

【
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ
】

・
も
し
も
の
時
に
あ
な
た
を
守
っ

て
く
れ
る
も
の
、
そ
れ
が
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
で
す
。
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
子
供
さ
ん
に
は
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
必
ず
着
用
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

・
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
運
行
計

画
を
た
て
て
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

す
ぎ
や
無
理
な
追
い
越
し
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
交
差
点
を
右
左
折
す
る
際
は
、

十
分
に
速
度
を
落
と
し
、
横
断
す

る
歩
行
者
や
自
転
車
の
動
き
に
注

意
し
、
左
右
の
安
全
を
よ
く
確
か

め
ま
し
ょ
う
。

春
の
行
楽
に
伴
う
交
通

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

こちら

沼田警察署
35-3110

新
入
学
（
園
）
児
の
交
通

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

山
菜
取
り
に
よ
る
事
故

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

〜
山
菜
取
り
　
無
我
夢
中
に

落
と
し
穴
〜

例
年
、
た
く
さ
ん
の
山
菜
愛
好

家
が
行
者
ニ
ン
ニ
ク
や
タ
ケ
ノ
コ

等
の
山
菜
取
り
の
た
め
に
入
山
し

道
に
迷
っ
た
り
、
沢
に
転
落
す
る

事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

慣
れ
た
山
で
も
、
油
断
す
る
と

そ
こ
に
事
故
の
「
落
と
し
穴
」
が

あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
山
菜
取
り

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

【
事
故
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
】

○
一
人
で
山
菜
取
り
に
行
か
な
い

○
家
族
等
に
必
ず
行
き
先
と
帰
る

時
間
を
告
げ
る

○
万
一
に
備
え
、
目
立
つ
服
装
を

し
、
笛
や
雨
具
等
を
携
行
す
る

○
携
帯
電
話
や
、
非
常
食
、
熊
除

け
の
た
め
に
鈴
や
ラ
ジ
オ
を
携

行
す
る

【
万
一
迷
っ
た
時
に
は
】

○
焦
ら
ず
、
落
ち
着
い
て
自
分
の

位
置
を
確
認
す
る

○
捜
索
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
見
え

た
ら
、
タ
オ
ル
等
を
振
っ
て
合

図
を
お
く
る

○
暗
く
な
っ
た
ら
む
や
み
に
動
か

ず
、
体
力
を
温
存
す
る

○
木
陰
や
岩
陰
な
ど
雨
や
夜
露
に

濡
れ
な
い
場
所
で
野
宿
す
る

１３



毎年、医療にかかっていたり、職場で健診を受けているにもかかわらず、重複して

住民健診を受けている方がいらっしゃいます。本来、その健診項目につきましては対象外
．．．

となりますので、今一度ご確認の上対象となる健診につきお申込下さい。

ふれあい

Information

こんにちは保健師です

Spring 4

平成19年度

住住住住民民民民健健健健診診診診のののの
おおおお知知知知ららららせせせせ

暖かい季節となり、いよいよ今年度の健診の申し込みが始まります。下記のとおり一部変更がございます

ので、十分ご確認のうえ、期日までにお申し込み下さい。（４月下旬各家庭に申し込み書送付）

生活習慣病は、みなさんご存知の通り予防可能な病気であるにもかかわらず、

国民医療費の３割、死亡数割合では６割を占めている状態です。そこで、生活

習慣病の中でも「メタボリックシンドローム（内臓脂肪型肥満・糖尿病・高血圧・

高脂血症）」に着目し、平成20年度からは住民健診が大きく変わる予定で、今年度は

一部その準備にとりかかります(腹囲測定、保健指導方法の変更)。従来、循環器検診

は、生活習慣病の早期発見・早期治療が目的でしたが、今後は健診結果をもとに生活改善(行動変容)をし病

気を予防していきましょう。

①循環器検診はメタボリックシンドロームに着目した健診へ！

生活習慣病を早期に発見するための循環器検診に加え、６５歳以上の循環器検診受診者全員
．．
に介護予防の

観点から生活機能を確認する「生活機能評価」の健診項目が追加されています。

＊生活機能評価とは？　要支援・要介護状態に陥りやすい生活機能低下の早期発見の　

ため、栄養・運動・口腔・生活全般などの生活状況を確認し

ます。確認方法は、問診、血液検査、診察の中で行います。

＊料金は？　循環器検診の中で実施しますので、「生活機能評価」分は全員無料です。

＊誰でも受けられるの？　６５歳以上でかつ循環器検診の対象の方全員に「生活機能評価」を実施します。

②引き続き６５歳以上の健診には・・・

③健診対象者の確認を！！

こんな健診の受け方していませんか？

＊健診を受けただけで満足し、

生活習慣を改めない・・・

＊要精密検査でも毎年だからと自己判断し未受診・・・

健診とは・・・

健診は、その後の受診者自身の生活習

慣を改善する、必要時再検査・精密検査を

受けるまでが前提です。みなさんの生活改

善のために、私たち保健師・管理栄養士が

お力になります！！

受受受受診診診診ししししなななないいいい
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

方方方方もももも、、、、未未未未受受受受診診診診理理理理由由由由ををををおおおお書書書書ききききのののの上上上上必必必必ずずずず提提提提出出出出
．．．．．．．．．．．．．．．．

ししししてててて下下下下ささささいいいい
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ふ
れ
あ
いIn

form
ation

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

S
p
rin
g

４
【問い合わせ先】住民生活課　健康福祉グループ　保健指導班　　電話３５－２１２０

住住住住　　　　民民民民　　　　健健健健　　　　診診診診平成19年度

１．健診料金は、一健診につき１０００円となります。

２．７０歳以上の方、生活保護世帯の方、住民税非課税世　

帯の方は自己負担はありません。
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おくやみ

広
報
ぬ
ま
た

第
五
〇
八
号

二
〇
〇
七
年
四
月
二
十
六
日
発
行
　
発
行
者
　
北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町
長
　
西
田
篤
正
　
編
集
　
総
務
課
広
報
情
報
グ
ル
ー
プ
　
電
話

〇
一
六
四
｜
三
五
｜
二
一
一
一

氏　　名　　 月　日 年齢　住　所
岡村　米子さん 3月 6日　90歳　旭町東
貮枚田　清さん 3月 10日 80歳　市内４
不藤　　猛さん 3月 19日　90歳　市内７
河島　　進さん 3月 20日　74歳　旭町東
岩田　教治さん 3月 20日　76歳　高穂２
齊藤　マサさん 3月 23日　72歳　西　町
三浦　シワさん 3月 23日　95歳　高穂２
沖田　仁朔さん 3月 28日　86歳　仲町東
木田　貞雄さん 3月 29日　73歳　東　予
吉田　俊一さん 4月 4日　78歳　市内４
金内　信弥さん 4月 6日　84歳　北竜１
高橋　キノさん 4月 8日　99歳　北竜１

１６

すくすく育ってね
今月号の赤ちゃんです。

よろしくね！
高
橋
　
悠
誠

ゆ
う
せ
い

く
ん
（
長
男
）

２
月
21
日
生
ま
れ

お
父
さ
ん
　
博
　
紀

お
母
さ
ん
　
直
　
美

（
幌
比
里
）

人口 4,921人（前月比 △61人）

（男　1,843人・女　2,078人）

世帯 1,657戸（前月比△25戸）

（平成19年4月1日現在）

人の動き 交通事故死ゼロ

2833日

（平成19年4月1日現在）

藤
村
　
虎
白
こ
は
く

く
ん
（
次
男
）

２
月
２
日
生
ま
れ

お
父
さ
ん
　
健
　
一

お
母
さ
ん
　
真
　
美

（
高
穂
二
）

新
し
く
選
任
さ
れ
ま
し
た

○
固
定
資
産
評
価
委
員

○
公
平
委
員

任
期
満
了
等
に
伴
う
公

平
委
員
及
び
固
定
資
産
評

価
委
員
が
十
二
月
定
例
会

及
び
三
月
定
例
会
に
お
い

て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

大三島　　茂氏
H19.3.16～H20.3.26

橋　本　　寛氏
H19.3.25～H22.3.24

田　島　　均氏
H18.12.25～H21.12.24

澤　田　美智雄氏
H18.12.25～H21.12.24




